
2 0 2 1 年 １ 月 20 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

第 211 回「地域の会」定例会資料 〔前回定例会以降の動き〕 
 

【不適合関係】 

 12 月 ７日 事務本館南側駐車場（屋外）におけるけが人の発生について 

          （公表区分：Ⅲ）                                         〔P.３〕 

 12 月 14 日 ６号機使用済燃料プール冷却浄化系ポンプ（Ｂ）の停止および 

再起動について（公表区分：その他）                      〔P.５〕 

 12 月 16 日 ７号機フィルタベント エリア （屋外） におけるが人の発生 

について （公表区分：Ⅲ）                   〔P.７〕 

 

【発電所に係る情報】 

・ 12 月 ９日 柏崎刈羽原子力発電所 7号機の設計及び工事計画変更認可申請書 

の提出および軽微変更届出について                           〔P.９〕 

・ 12 月 10 日  発電所構内（屋外）におけるホース展張車からの油漏れについて 

・           （公表区分：Ⅲ）の原因と対策について             〔P.10〕 

 12 月 18 日 柏崎刈羽原子力発電所の特定重大事故等対処施設に関する原子炉 

設置変更許可の補正書の提出について                         〔P.11〕 

 12 月 24 日 ６号機使用済燃料プール冷却浄化系ポンプ（Ｂ）の停止および 

再起動について（公表区分：その他） の原因と対策について    〔P.12〕 

 12 月 24 日 柏崎刈羽原子力発電所７号機非常用ディーゼル発電機 HEAF 対策 

の実施について                                             〔P.14〕 

  1 月 13 日 柏崎刈羽原子力発電所７号機の新規制基準に基づく安全対策工事 

の完了について                                             〔P.16〕 

  1 月 14 日 柏崎刈羽原子力発電所における使用済燃料の 2020 年度号機間輸 

送計画の変更について                                       〔P.17〕 

  1 月 14 日 柏崎刈羽原子力発電所における安全対策の取り組み状況について 〔P.18〕 

  1 月 14 日 ７号機新規制基準に基づく安全対策工事の進捗状況について     〔P.23〕 

  1 月 20 日 柏崎刈羽原子力発電所７号機の設計及び工事計画認可申請書の 

提出について                                               〔P.24〕 

【その他】 

 12 月 18 日 「原子力災害対策充実に向けた考え方」に係る当社の取り組み 

について                          〔P.27〕 

 12 月 21 日 原子力規制委員会と当社経営層による意見交換の実施について   〔P.28〕 

 12 月 24 日 新潟県との「原子力防災に関する協力協定」に基づく要配慮者の 

避難に関する車両の配備について                             〔P.29〕 

  1 月 14 日 「地域の皆さまへの説明会」の開催について                   〔P.30〕 

  1 月 14 日 新テレビ・ラジオＣＭの放送開始について                     〔P.32〕 

  1 月 18 日 新潟本社行動計画の取り組み状況について                     〔P.33〕 

  1 月 20 日 コミュニケーション活動の報告と取り組み事項について 

      （12 月活動報告）                                             〔P.43〕 
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【福島の進捗状況に関する主な情報】 

 12 月 24 日 福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ 

進捗状況(概要版)                〔別紙〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

＜参考＞ 
 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 
区分Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 
区分Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 
その他  上記以外の不適合事象 
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2020年 12月 7日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ 

 

号機 － 

件名 事務本館南側駐車場（屋外）におけるけが人の発生について 

不適合の 

概要 

 

2020年 12月 4日午後 5時 30分頃、事務本館南側駐車場（屋外）において当社社員が

業務車両のタイヤのボルトを増し締めしていたところ、作業中に体勢を崩し、右足首を

捻りました。 
 

当該の社員は、右足首の痛みが引かないことから、翌日（12月 5日）病院での診察を

受けております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
■ 法令報告不要 
□ 調査・検討中 

対応状況 

 

病院で診察した結果「右足関節捻挫」と診断され、負傷部への湿布の貼付処置を受け

ております。 

今回の事例を踏まえ、発電所関係者に周知し注意喚起を行い、再発防止に努めてまい

ります。 
 

けがの発生状況（イメージ） 
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１号機 展望台 

柏崎刈羽原子力発電所 屋外 

３号機 ４号機 
７号機 ５号機 ６号機 

２号機 

事務本館 

発生場所 
（事務本館南側駐車場） 

事務本館南側駐車場（屋外）におけるけが人の発生について 
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2020 年 12 月 14 日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

区分：その他 

 

号機 6 号機 

件名 使用済燃料プール冷却浄化系ポンプ（Ｂ）の停止および再起動について 

不適合の 

概要 

 

（発生状況） 

2020 年 12 月 14 日午前 10 時 10 分頃、6 号機原子炉建屋 2 階（管理区域）において、 

運転中の使用済燃料プール冷却浄化系ポンプ※（Ｂ）が、「吐出流量高」の警報により自

動停止しました。 

 

 当該のポンプについては、午前 10 時 38 分に再起動し、使用済燃料プールの冷却を再

開しております。 

 

 なお、使用済燃料プールの温度上昇はありませんでした。 

 

 自動停止した原因については、使用済燃料プール冷却浄化系の弁の点検に際して、弁

の状態確認のために開操作したところ、ポンプの吐出流量が瞬間的に増加し、自動停止

したものと考えています。 

 

 
 
 

※ 使用済燃料プール冷却浄化系ポンプ 

使用済燃料プール水を冷却しながら不純物を取り除き、水温および水質を決められた値に保つ 
浄化系統のポンプ 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

 
＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他設備 

 
＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
■ 法令報告不要 
□ 調査・検討中 

対応状況 

 

 

本件を踏まえ、今後、対策を検討・実施してまいります。 
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６号機 使用済燃料プール冷却浄化系ポンプ（Ｂ）の停止および再起動について 

  

  

柏崎刈羽原子力発電所６号機 原子炉建屋 2 階 

発生場所 
（ 使用済燃料プール冷却浄化系ポンプ室 ） 

展望台 

柏崎刈羽原子力発電所 
屋外 

6



 

2020年 12月 16日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ 

 

号機 7号機 

件名 フィルタベントエリア（屋外）におけるけが人の発生について 

不適合の 

概要 

 

2020年 12月 15日午後 6時 30分頃、7号機フィルタベントエリア（屋外）において、

配管サポートの溶接作業に従事していた協力企業作業員が片づけ作業を行っていたとこ

ろ、梯子から転落しました。 

 

昨日は痛みもなかったことから帰宅しておりますが、本日の朝になり、腰に痛みを感

じたことから、病院で診察を受けております。 

 

なお、本人に意識はあり、身体汚染はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 

安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 

■ 法令報告不要 

□ 調査・検討中 

対応状況 

 

病院で診察した結果「腰部打撲」と診断され、負傷部への痛み止め注射処置を受けて

おります。 

今回の事例を踏まえ、発電所関係者に周知し注意喚起を行い、再発防止に努めてまい

ります。 

 

けがの発生状況（尻餅をついて腰部を打撲） 

約 1.5ｍ 
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展望台 

 

柏崎刈羽原子力発電所 屋外 

発生場所 
（フィルタベントエリア） 

柏崎刈羽原子力発電所７号機 屋外 

7号機フィルタベントエリア（屋外）におけるけが人の発生について 

  

５号機 

タービン建屋 

６･７号機 

サービス 

建屋 

６号機 

タービン建屋 

７号機 

タービン建屋 

６号機 

原子炉建屋 

７号機 

原子炉建屋 

５号機排気筒 

５号機 

原子炉建屋 
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柏崎刈羽原子力発電所 7 号機の設計及び工事計画変更認可申請書の提出 

および軽微変更届出について 

 

 

 

2020 年 12 月 9 日 
東京電力ホールディングス株式会社 

 
 
 

当社は、本日、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（以下、原子炉

等規制法）第 43 条の 3 の 9 に基づき、柏崎刈羽原子力発電所 7 号機の設計及び工事計画

変更認可申請書を、原子力規制委員会へ提出しました。 
 
今回の申請は、2020 年 10 月 14 日に認可を受けた柏崎刈羽原子力発電所 7 号機の設計

及び工事計画認可申請書の記載内容と現場の施工状況との不整合を確認したため、申請書の

変更を行うものです。 
なお、上記の他、変更認可申請の対象にならないものの、設計及び工事計画認可申請書の

記載について適正化が必要な箇所を確認したため、同日、軽微変更届出を行ってお

ります。 
   
 当社は、引き続き原子力規制委員会による審査に真摯かつ丁寧に対応するとともに、

福島第一原子力発電所の事故から得られた教訓を踏まえ、更なる安全性、信頼性の向上に

努めてまいります。 
 

 

以 上 
 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社  

原子力・立地本部 広報グループ 03-6373-1111（代表） 
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No. お知らせ日 号　機 件　名

－

プレス公表（運転保守状況）

内　容

②
2020年
11月9日

－
発電所構内（屋外）におけるホース
展張車からの油漏れについて
（区分:Ⅲ）

【事象の発生】
　2020年11月9日午前11時15分頃、発電所構内（屋外）荒浜側資機材置き場において、当社社員が

　訓練のため使用していたホース展張車※から霧状に作動油が漏れていることを確認しました。
   車両のエンジンを直ぐに停止し、油の漏えいは止まっております。
　なお、漏れ出た油の量は、約13リットルと推定しており、午後0時50分までに油吸着マットおよび
   中和剤にて処理を行っております。
　また、漏れ出た油が側溝を経由して、排水口から海洋へ流れ出た可能性はありますが、その量は
　わずかであったと推定しており、環境への影響はないものと考えております。

　※ホース展張車：貯水池から原子炉建屋等への注水に使用する送水用ホースを格納するコンテナ
　　　　　　　　　を搬送するための専用車両
 
【対応状況】
　今後、ホース展張車より油が漏れた原因について調査を実施し、再発防止対策を講じてまいります。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　（2020年11月9日にお知らせ済み）

【原因】
　ホース展張車を調査した結果、コンテナ脱着装置作動用の油圧ホースが作動・停止の際に大きく
　揺れたことにより、ねじ部が緩んだことが原因と推定しました。

【対策】
　油圧ホースを結束バンドで固定し、揺れによるねじ部の緩みを防止するとともに、ホース展張車の
　点検時に油圧ホースが結束バンドで固定されていることおよび、ねじ部に緩みがないことを確認
　していきます。

 －

2020年12月10日
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柏崎刈羽原子力発電所の特定重大事故等対処施設に関する 

原子炉設置変更許可の補正書の提出について 

 

2020 年 12 月 18 日 
東京電力ホールディングス株式会社 

 
 当社は、柏崎刈羽原子力発電所の特定重大事故等対処施設に関する原子炉設置変更許可

の補正書を、本日、原子力規制委員会へ提出いたしました。 
 
 今回の補正申請は、新規制基準施行後の規則改正への対応のため、有毒ガスの発生に対

する防護方針を本文等に追加するものです。 
 
当社は、引き続き原子力規制委員会による審査に真摯かつ丁寧に対応するとともに、福島

第一原子力発電所の事故から得られた教訓を踏まえ、更なる安全性、信頼性の向上に努めて

まいります。 
 

○ 特定重大事故等対処施設 

  発電所への意図的な航空機衝突等による大規模な損壊で広範囲に設備が使えない  

事態において、原子炉格納容器の破損を防止するために必要な原子炉圧力容器の減圧、

注水機能や原子炉格納容器の減圧・冷却機能等を備えた施設。 

 

以 上 
 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社  

原子力・立地本部 広報グループ 03-6373-1111（代表） 
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No. お知らせ日 号　機 件　名

①
2020年

12月14日
6号機

使用済燃料プール冷却浄化系ポンプ
（Ｂ）の停止および再起動について
（区分:その他）

【事象の発生】
　2020年12月14日午前10時10分頃、6号機原子炉建屋2階（管理区域）において、運転中の使用済
　燃料プール冷却浄化系ポンプ※（Ｂ）が、「吐出流量高」の警報により自動停止しました。

　当該のポンプについては、午前10時38分に再起動し、使用済燃料プールの冷却を再開しており
　ます。

　なお、使用済燃料プールの温度上昇はありませんでした。

　自動停止した原因については、使用済燃料プール冷却浄化系の弁の点検に際して、弁の状態
　確認のために開操作したところ、ポンプの吐出流量が瞬間的に増加し、自動停止したものと
　考えています。

　※　使用済燃料プール冷却浄化系ポンプ
　　　使用済燃料プール水を冷却しながら不純物を取り除き、水温および水質を決められた値に
　　　保つ浄化系統のポンプ
 
【対応状況】
　本件を踏まえ、今後、対策を検討・実施してまいります。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　（2020年12月14日にお知らせ済み）

【原因】
　弁の点検に際し、点検対象に該当する機器の隔離を行った運転員や、現場で機器の点検や状況
　確認を行った工事監理員等への聞き取りを行った結果、主に以下の原因があったと推定しました。

　・当該の弁を点検するにあたり、運転員と工事監理員との間で事前調整を行っており、当該の
　　弁をバウンダリ弁（点検作業のために隔離した区画の境界となる弁）として点検を実施する
　　こととした。しかし、その際に工事監理員から運転員に具体的な作業内容（弁の開操作）は
　　伝えていなかった。
　・そのため、運転員は弁点検時に当該弁の開操作が行われることを認識しておらず、弁の開操
　　作前に使用済燃料プール冷却浄化系の系統流量を低下させなければ、ポンプの吐出流量が瞬
　　間的に増加しポンプが自動停止するリスクを工事監理員に伝えなかった。

【対策】
　点検対象の弁をバウンダリ弁としないというルールを明確化し、やむを得ずバウンダリ弁とす
　る場合には、チェックシート等を用いて運転員と工事監理員との間で作業内容やリスクの共有
　がなされていることを確認する旨をマニュアルに反映することとしました。
　また、本件の事象概要、原因および対策について所内周知を行い、作業関係者に対しルールの
　周知・徹底を行います。

プレス公表（運転保守状況）

内　容

2020年12月24日
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使用済燃料プール冷却浄化系ポンプ 系統概略図
2020年12月24日

東京電力ホールディングス株式会社
柏崎刈羽原子力発電所

使用済燃料
プール

ろ過脱塩器

ポンプ（A）は点検中 Ａ Ｂ

Ａ

Ａ Ｂ

Ｂ
休止・満水

通水中

熱交換器

スキマサージタンク
※使用済燃料プール冷却浄化系ポンプの水源タンク

弁を開操作したことによる水の流れ

流量
検出器

「吐出流量高」の警報に
よりポンプ（B）が
自動停止

×

水の流れ

凡例

弁（全開）

弁（全閉）

弁（中間開）

当初利用しようと
していたバイパス
ライン

今回開操作を行った弁

点検作業のために
隔離した区画

使用済燃料プール
冷却浄化系ポンプ
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柏崎刈羽原子力発電所 7 号機の新規制基準に基づく安全対策工事の完了について 

 

2021 年 1 月 13 日 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 
 昨日（1 月 12 日）、柏崎刈羽原子力発電所 7 号機の新規制基準に基づく安全対策工事が

完了いたしましたので、お知らせいたします。 
 
当社は、今後も引き続き、安全を確認するための検査にしっかりと取り組んでいくとと

もに、さらなる安全性向上のための自主対策工事等を安全最優先で実施してまいります。 
 
 また、当発電所で実施してきた安全対策工事の内容や、検査の状況、今後のスケジュー

ルなどについて、さまざまな機会を通じて、関係者をはじめ、新潟県の皆さまへご説明す

るとともに、県民の皆さまの声を傾聴し、当社の取り組みに反映してまいります。 
 
 

以 上 
 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社  

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所における使用済燃料の 2020年度号機間輸送計画の変更について 

 

2021年 1月 14日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

柏崎刈羽原子力発電所の使用済燃料プールで保管している使用済燃料について、2020年度の号

機間輸送計画（2020年 3月 30日お知らせ済み）を変更いたしますのでお知らせいたします。 

 

2020年度第 3四半期から第 4四半期の期間で予定していた 7号機の号機間輸送については、設

計及び工事計画の工事工程表の見直しや使用前事業者検査工程を踏まえ、今年度中の輸送を実施し

ないことといたしました。 

 

なお、今後の輸送計画については、翌年度の輸送計画公表時（今年度末頃を予定）に改めてお知

らせいたします。 

 

（参考） 

■2020年度の号機間輸送計画（2020年 3月 30日公表） 

搬出元 輸送予定数量 搬出先 輸送予定時期 

6号機 38体 3号機 2020年度第 2四半期※ 

7号機 380体 2号機 
2020年度第 3四半期～ 

2020年度第 4四半期 

  ※2020年 7月 6日から 8月 8日に実施済み 

 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社  

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ  0257-45-3131（代表） 
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原子炉隔離時冷却系（RCIC）のバックアップ
として、原子炉への注水を行う
⇒2020年9月 工事完了

【凡例】

７号機 新規制基準に基づく安全対策工事の進捗状況について

2021年1月14日
東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所

万が一の全交流電源喪失時にも重要
機器の動力を確保する
⇒2020年11月 工事完了

5号機原子炉建屋内緊急時対策所

重大事故等が６、７号機で発生した場合、
中央制御室以外の場所から適切な指示又は
連絡を行う
⇒2020年10月 工事完了

フィルタベント設備（地上式）

放射性物質放出の影響を可能な限り低減させ、
セシウム等による大規模な土壌汚染と避難の
長期化を防止する
⇒2020年12月 工事完了

大物搬入建屋

建物を解体撤去し、地盤改良後、耐震性
の高い建物に建て替え
⇒2020年11月 工事完了

コントロール
建屋

廃棄物
処理建屋

静的触媒式水素再結合装置（PAR）

触媒の働きで、原子炉建屋に滞留した
水素を酸素と再結合させ、水蒸気にする
⇒2013年9月 工事完了

高圧代替注水系（HPAC）

重大事故発生時に外部から使用済
燃料プールに注水ができるよう、
消防車を接続する
⇒2015年8月 工事完了

アクセス道路

：工事完了

取水槽閉止板

水密扉等の溢水対策
（屋内複数箇所）

耐火障壁等の火災対策
（屋内複数箇所）
⇒2020年12月 工事完了

火山灰フィルタ

ガスタービン発電機

火山灰フィルタ 架台

コリウムシールド

ブローアウトパネル閉止装置

中央制御室ギャラリー
室内の遮へい等
⇒2020年12月 工事完了

耐熱性の高い堰を設置し、溶融燃料により、
鋼製の原子炉格納容器境界板の損傷を防ぐ
⇒2016年5月 工事完了

火山噴火による降灰時、非常用
ディーゼル発電設備が火山灰で
目詰まりしないよう、給気口に
フィルタを設置する
⇒2020年12月 工事完了

重要設備が設置されている部屋に、
設備の破損で漏えいした水等の流入
を防ぐ
⇒2020月12月 工事完了

ブローアウトパネル
ブローアウトパネル閉止装置

ブローアウトパネル
強制開放装置

海水ポンプ点検用の開口部から、
津波が建屋内に侵入することを
防止する
⇒2014年3月 工事完了

主蒸気管破断などによりブローアウトパネル

が開放した際、原子炉建屋内の圧力減少後に

速やかに開いた隙間を閉止する

⇒2020年12月 工事完了

建屋の開口部に設置し、竜巻により
飛来した物の侵入を防止する
⇒2020年4月 工事完了

竜巻防護ネット（複数箇所）

原子炉注水のための外部接続口
⇒2013年11月 工事完了

使用済燃料プールに注水
するための外部接続口

完了：取水路、ガスタービン発電機、
軽油タンク基礎、海水貯留堰護岸接続部、
大物搬入建屋、燃料移送系配管ダクト、
サービス建屋、フィルタベント

液状化対策等 2021年1月工事完了

屋内外の設備・配管等の耐震工事
（屋内外複数箇所）
⇒2020年12月 工事完了
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柏崎刈羽原子力発電所 7 号機の設計及び工事計画認可申請書の提出について 

 

 

2021 年 1 月 20 日 
東京電力ホールディングス株式会社 

 
 

当社は、本日、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（以下、原子炉

等規制法）第 43 条の 3 の 9 に基づき、柏崎刈羽原子力発電所 7 号機の設計及び工事計画

認可申請書を、原子力規制委員会へ提出しました。 
 
今回は、新規制基準施行後の規則改正への対応のため、柏崎刈羽原子力発電所７号機の

非常用ディーゼル発電機からの給電時を想定した、高エネルギーアーク損傷(HEAF)※対策

について、申請するものです。 

   
 当社は、引き続き原子力規制委員会による審査に真摯かつ丁寧に対応するとともに、

福島第一原子力発電所の事故から得られた教訓を踏まえ、更なる安全性、信頼性の向上に

努めてまいります。 
 

以 上 
 

添付資料：柏崎刈羽原子力発電所7号機の設計及び工事計画認可申請書の提出について 
 
※ 高エネルギーアーク損傷（HEAF（High Energy Arcing Fault））： 
高エネルギーのアーク放電による機器の爆発に起因する故障およびこれに伴い発生する火災の

こと。アーク放電により、熱や光の放出・金属の蒸発・急激な圧力上昇を伴う爆発により、機器

の損壊、変形等の故障が発生するとともに、機器が高温になる場合、アーク火災が発生する。 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社  

原子力・立地本部 広報グループ 03-6373-1111（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所７号機の
設計及び工事計画認可申請書の提出について

202１年 1月 2０日
東京電力ホールディングス株式会社

１．設計及び工事計画認可申請について 1

≪HEAF（High Energy Arcing Fault）≫
高エネルギーのアーク放電による機器の爆発に起因する故障およびこれに伴い発生する火災のこと。
アーク放電により、熱や光の放出・金属の蒸発・急激な圧力上昇を伴う爆発により、機器の損壊、
変形等の故障が発生するとともに、機器が高温になる場合、アーク火災が発生する。

≪HEAF規制要求の経緯≫
・2017年8月8日「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則」が改正。
・新規制基準の追加要求として、外部電源および非常用ディーゼル発電機からの給電時を想定した、

HEAFによる電気盤の損壊拡大防止策が規制要求となった。（外部電源からの給電時を想定した
対策は、実施済み）

■ 申請内容

柏崎刈羽原子力発電所7号機 非常用ディーゼル発電機からの給電時を想定した、
高エネルギーアーク損傷（以下、HEAF）対策にかかる工事計画

■ 工事工程：2021年4月～６月※

※ 工事や検査等の進捗により変更となる可能性がある
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2【参考】非常用ディーゼル発電機からの給電時を想定した対策（今回申請）

（HEAF対策のフロー）
① 非常用D/Gの受電遮断器でアーク放電が発生

② 非常用D/Gの過電流継電器でアーク放電（過電流）を検知
※ 受電遮断器を開放できず、事故電流を遮断できない状態

③ 遮断器が動作しない場合に非常用D/Gを停止させる動作条件を安全装置に追設
この安全装置によりD/Gを停止させて、アーク火災発生を防止

（想定される状況）
非常用ディーゼル発電機（以下、非常用D/G）の受電遮断器でアーク放電が発生

遮断器

過電流継電器

遮断器

遮断器

外部電源

遮断器

非常用
ディーゼル発電機
（非常用D/G）

過電流 継電器

①アーク放電 検知
※遮断器でアーク放電を起
こしているため開放できず

②

≪追加対策≫

安全装置

アーク
放電発生

③

高圧電気盤

非常用D/G停止

高圧電気盤

過電流継電器

給
電
の
経
路

防護すべき電気盤

過電流

→給電を停止しアーク火災を防止

2020年12月24日 新潟本社代表会見 説明資料（抜粋）

3

（想定される状況）
外部電源から給電を受ける遮断器（防護すべき電気盤内に設置）でアーク放電が発生

（HEAF対策のフロー）
① 遮断器（A)でアーク放電が発生

② 過電流継電器（A）でアーク放電（過電流）を検知
※ 遮断器（A）を開放できず、事故電流を遮断できない状態

③ 過電流継電器（B）でアーク放電（過電流）を検知
④ 遮断器（B)を開放することによって事故電流を遮断し、アーク火災の発生を防止

遮断器（B）遮断器（A)

過電流継電器（B)

遮断器

外部電源

遮断器

非常用
ディーゼル発電機
（非常用D/G）

過電流 継電器

アーク放電 検知
※遮断器でアーク放電を起こ

しているため開放できず

高圧電気盤 高圧電気盤

過電流継電器（A)

給
電
の
経
路

アーク
放電発生

②
アーク放電 検知

③

④

過電流

防護すべき電気盤

①

遮断器開放し
事故電流を遮断

【参考】外部電源からの給電時を想定した対策（実施済）

2020年12月24日 新潟本社代表会見 説明資料（抜粋）
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（お知らせ） 

 
2020 年 12 月 18 日 

 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

 

 

「原子力災害対策充実に向けた考え方」に係る当社の取り組みについて 

 

 

2016 年３月 17 日に経済産業大臣からご要請をいただいた、原子力安全対策

と原子力災害対策に関する取り組みについて、前回（2019 年 10 月 31 日）以降

の進捗等を反映いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

  

資料 

・「原子力災害対策充実に向けた考え方」に係る事業者の取り組みについて 

 

※資料については当社ホームページを参照願います 

【掲載先】https://www.tepco.co.jp/press/news/2020/1566777_8969.html 

 

 

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社  

原子力・立地本部 広報グループ 03-6373-1111（代表） 

27



（お知らせ） 

2020 年 12 月 21 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

 

原子力規制委員会と当社経営層による意見交換の実施について 

 

 

本日（12 月 21 日）、原子力規制委員会と当社経営層による意見交換を行います。 

当社資料「原子力安全の向上に向けた取り組み」について掲載いたしますので、    
お知らせいたします。 

 

以 上 

 

添付資料 
・原子力安全の向上に向けた取り組みについて 
  
※資料については当社ホームページを参照願います 

 【掲載先】https://www.tepco.co.jp/press/news/2020/1566929_8969.html 
 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社  

原子力・立地本部広報グループ 03-6373-1111（代表） 
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 新潟県と締結した「原子力防災に関する協力協定※1」でお約束した「福祉車両31台※2」について、12月25日に
配備を完了する予定。

 今後も原子力災害に対する事業者としての責務を確実に果たしていくとともに、住民避難支援についても

最大限のご協力をしてまいります。
※1 新潟県原子力災害広域避難計画に基づく防護措置の実効性を高めることを目的に、2020年10月16日に新潟県と当社で締結
※2 社会福祉施設に入所する要配慮者の避難に活用する車両

新潟県との「原子力防災に関する協力協定」に基づく
要配慮者の避難に関する車両の配備について

2020年12月24日
東京電力ホールディングス株式会社

新潟本社

福祉車両の配備状況 「車いす利用者6名」を
搬送するためのレイアウト

「ストレッチャー利用者2名+車いす
利用者2名」を搬送するためのレイアウト
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地震対策編

津波・浸水対策編

電源対策編

冷却対策編

訓練編

総論編

新テレビ・ラジオＣＭ
（各論編30秒×5本+総論編60秒×1本の計６本）

ＣＭと連動した ＷＥＢ動画
（各論編90～120秒×5本）

発電所で働く社員を通じて、安全対策の取り組みや終わりなき安全性を追求する姿勢、地域の方々を思う気持ちをお伝えしています。

新ＣＭテーマ：「見つめ続ける。思い続ける。」

新テレビ・ラジオＣＭの放送開始について

インタビューを通じ、各対策における社員の安全への思いをお伝え

■現在、放送している柏崎刈羽原子力発電所の安全対策ＣＭは、作成してから２年以上が経過し、作成した
当時の内容をお伝えしている状況にあった。

■その間、７号機の安全対策工事の完了など進捗したこともあり、「現在の安全対策状況」や「社員の安全に対する
思い」を新潟県の皆さまにお伝えすることを目的に、新ＣＭを作成し、本年1月15日より放送を開始する予定。

地震対策編
津波・浸水対策編

電源対策編

冷却対策編
訓練編 新潟本社ＨＰにて

1/15公開予定

当社は今後も、当発電所における安全性向上の取り組みについて、新潟県の皆さまに広く情報発信し、
ご理解・ご安心いただけるよう努めてまいります。

2021年1月14日
東京電力ホールディングス株式会社

新潟本社
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2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
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コミュニケーション活動の報告と取り組み事項について
（１２月活動報告）

2021年 1月20日

東京電力ホールディングス株式会社

新潟本社
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■WEB動画『エネルギーのそれ、なんで？』安全対策特別篇 第２話の紹介

取り組み内容
■ 地域のみなさまに発電所の安全対策をわかりやすくご説明する、アニメ動画
『エネルギーのそれ、なんで？ 津波対策篇』を現在、当社ホームページ等で
公開しています。

概 要

柏崎刈羽原子力発電所の見学に訪れたシロクマ親子からの「なんで？」に
対して、 発電所の所長が丁寧にお答えするストーリーとなっています。

今回の「第２話 津波対策篇」では、多重多様化している津波対策（防潮堤
や水密扉など）について、紹介しています。

活動事項

■ 柏崎刈羽原子力発電所の安全対策についてお伝えする動画コンテンツを
ホームページに掲載しています。
＜安全対策特別篇＞
・第１話 地震対策篇（2020年８月より）
・第２話 津波対策篇（2020年12月より）

■ その他、安全対策をお伝えする新テレビ・ラジオCMとWEB動画「見つめ続け
る。思い続ける。」を2021年1月15日より放送開始しています。

動画コンテンツを当社ホームページ、YouTubeの動画広告に掲載

■WEB動画「エネルギーのそれ、なんで？動画特別篇」第２話の紹介

防潮堤

水密扉
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原子炉格納容器内の状況把握/燃
料デブリ取り出し方法の検討 等

廃炉・汚染水対策の概要 ２０２０年１２月２４日
廃炉・汚染水対策チーム会合／事務局会議

1/8

「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ

（注１）事故により溶け落ちた燃料。

使用済燃料プールからの燃料取り出しは、２０１４年１２月に４号機が完了し、２０１９年４月１５日より３号機の燃料取り出しを進めています。
作業にあたっては、周辺環境のダスト濃度を監視しながら安全第一で進めます。引き続き、１、２号機の燃料取り出し、１～３号機燃料デブリ(注１)取り出しの開始に向け順次作
業を進めています。

2019年4月15日より、3号機使用済燃料プールから
の燃料取り出しを開始しました。

2020年度末の燃料取り出し完了を目指しガレキ撤
去作業並びに燃料取り出し作業を進めています。

１～６号機 燃料取り出し完了 2031年内

１号機 燃料取り出し開始 2027年度～2028年度

２号機 燃料取り出し開始 2024年度～2026年度

３号機 燃料取り出し完了 2020年度内

４号機 燃料取り出し完了 2014年

初号機 燃料デブリ取り出し開始

２号機 2021年内

• 多核種除去設備以外で処理したストロンチウム処理水は、多核種除去設備での処理を行い、
溶接型タンクで保管しています。

• 陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な汚染水対策により、建屋周辺の地下水位を低位で安定
的に管理しています。また、建屋屋根の破損部の補修や構内のフェーシング等により、降雨時の汚
染水発生量の増加も抑制傾向となり、汚染水発生量は、対策前の約540m3/日（2014年5
月）から約180m3/日（2019年度）まで低減しています。

• 汚染水発生量の更なる低減に向けて対策を進め、2020年内には150m3/日程度に、2025年
内には100m3/日以下に抑制する計画です。

取り出し
完了燃料（体）
441/566

（2020/12/24時点）燃料取り出しの状況
（撮影日2019年4月15日）

燃料
取り出し

燃料の
保管/搬出がれき撤去 等 燃料取り出し

設備の設置

1,2号機 3号機 4号機

燃料デブリ
取り出し

燃料デブリの
保管/搬出

1,3号機 2号機

シナリオ・技術の検討 設備の設計・製作 解体等

使用済燃料プール
からの燃料取り出し

燃料デブリの
取り出し

原子炉施設の
解体等

汚染水対策 ～３つの取り組み～

（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進に関する取り組み
①汚染源を「取り除く」 ②汚染源に水を「近づけない」 ③汚染水を「漏らさない」

（２）滞留水処理の完了に向けた取り組み
• 建屋滞留水水位を計画的に低下させるため、滞留水移送装置を追設する工事を進めております。

1~3号機原子炉建屋、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋を除く建屋においては、床面露出状
態を維持出来る状態となりました。

• 2020年に１～３号機原子炉建屋、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋を除く建屋内滞留水処
理が完了しました。今後、原子炉建屋については2022年度～2024年度に滞留水の量を2020
年末の半分程度に低減させる計画です。

• プロセス主建屋、高温焼却炉建屋の地下階に、震災直後の汚染水対策の一環として設置したゼ
オライト土嚢について、線量低減策及び安定化に向けた検討を進めています。

（３）汚染水対策の安定的な運用に向けた取り組み
• 津波対策として、建屋開口部の閉止対策や防潮堤設置の工事を進めています。また、豪雨対策

として、土嚢設置による直接的な建屋への流入を抑制するとともに、排水路強化等を計画的に
実施していきます。

使用済燃料プールからの燃料取り出し

揚水井

地下水位

原子炉建屋

水ガラス
地盤改良

浄化処理
溶接型タンクへの
リプレース及び増設

屋根破損部補修

海
側
遮
水
壁

地
下
水
ド
レ
ン

陸
側
遮
水
壁

地
下
水
バ
イ
パ
ス

サ
ブ
ド
レ
ン

滞留水

陸
側
遮
水
壁

敷地舗装

タービン建屋

セシウム除去
淡水化

メガフロート
着底

港
湾

赤字：（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進
青字：（２）滞留水処理の完了
緑字：（３）汚染水対策の安定的な運用

更なる
水位低下

開
渠
内

トレンチ

防潮堤

汲み上げ

汲み上げ 汲み上げ

汲み上げ

汲み上げ

サ
ブ
ド
レ
ン
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建屋内滞留水処理の目標を達成 １号機 大型カバー設置工事着手に向け
建屋カバー（残置部）解体作業を開始

1号機 PCV内部調査
干渉物調査に向け新規カメラを開発中

二次処理性能確認試験
分析完了し、濃度低下を確認

陸
側
遮
水
壁

2016/3/31
凍結開始

1568/1568
凍結管設置 (本)

2015/11/9
凍結管設置完了

燃料取り出し用カバー
取り出し完了燃料（体）
1535/1535*2

（2014/12/22燃料取り出し完了）

＊2：2012年に先行して
取り出した新燃料2体を含む

◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月、約１５℃～約２５℃※１で推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく※２、
総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

※１ 号機や温度計の位置により多少異なります。
※２ １～４号機原子炉建屋からの放出による被ばく線量への影響は、2020年11月の評価では

敷地境界で年間0.00007ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ未満です。
なお、自然放射線による被ばく線量は年間約2.1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ (日本平均)です。

東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）

取り組みの状況

2/8

4号機

注水

ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ
（閉止完了）

2号機

ペ
デ
ス
タ
ル

3号機

前室

615体

注水

ドーム屋根
燃料取扱機
クレーン

FHM
ガーダ遮へい体

取り出し完了燃料（体）＊1
441/566

（2020/12/24時点）

＊1：共用プールのラックに
貯蔵した燃料

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

水中ROVによるPCV内部調査に向けた準備作業中に、干渉物
の切断範囲の下部に原子炉再循環系統の計装配管を確認した
ことから、水中ROVの投入ルートを確認するため、新規カメラ装置
を用いた干渉物調査を予定しています。

新規カメラ装置は吊り下ろし式の装置を採用し、下及び横方向
を撮影できるカメラを搭載する計画です。現在、新規カメラによる
干渉物調査を2021年1月下旬に予定
しています。
今後の工程は新規カメラ装置による

調査結果を踏まえ、精査してまいります。

安心して働きやすい職場環境を目指し
作業員アンケートを実施

中長期ロードマップのマイルストーン(主要な目標工程)のうちの
１つである2020年内の1～3号機原子炉建屋、プロセス主建屋、
高温焼却炉建屋を除く建屋の床面露出について、建屋内滞留水
の水位を低下させ、目標を達成したことを12月24日に確認しました。
今後は、原子炉建屋滞留水を2020年末の半分程度に低減

(2022～2024年度)に向け、引き続き取り組んでまいります。

３号機 燃料取り出し作業を再開

11月18日にクレーン主巻が上昇しない事象が発生し、
燃料取り出しを中断しました。主巻モーターの関連部材を
分解しながら問題箇所の絞り込み調査を行い、12月16日
に主巻モータの動力ケーブルを交換したところ、主巻が上昇
することを確認しました。

その後、クレーンの健全性や一連の動作確認が完了した
ことから、12月20日に、燃料取り出し作業を再開し、
現時点で441体の燃料取り出しが完了しております。
また、12月24日に、新規掴み具によりハンドルの変形の大
きい燃料４体の吊り上げ試験を実施しています。

引き続き2020年度末までの燃料取り出し完了に向けて、
安全最優先で確実に作業を進めてまいります。

福島第一の労働環境改善に向け、第11回
作業員アンケートを実施し、4,227名から回答
頂きました。
働くことへの不安、やりがい、就労希望に対して

肯定的な回答が増加しております。また、福島
第一構内外で不安全と感じた場所に係るご回
答を踏まえ、当該場所を調査し、必要に応じ、
照明や安全通路を設置するなど、引き続き、作
業員の皆様から頂いたご意見を踏まえ改善を
図ってまいります。

１号機原子炉建屋に大型カバーを設置するため、干渉する
建屋カバー(残置部)の解体を2020年12月19日より開始しま
した。建屋カバーの解体は、2021年6月に完了を予定し、
2021年度上期より大型カバー設置工事に着手予定です。

防風フェンス取り外し状況
（2020年12月19日時点）

2号機 燃料デブリの試験的取り出し装置の開発
英国内の新型コロナ感染拡大の影響で遅れ

二次処理性能確認試験として実施している高い濃度の
タンク群（J1-C群）、低い濃度のタンク群（J1-G群）
の分析が完了しました。
除去対象62核種＋炭素-14の告示濃度限度比総和

は、以下の通りです。
・高い濃度のタンク群（J1-C群）

【前】2,406 → 【後】0.35
・低い濃度のタンク群（J1-G群）

【前】 387 → 【後】0.22
いずれのタンク群も、処理によりトリチウムを除く告示濃

度限度比総和が1未満となることを確認しました。引き続
き、分析に係る課題の抽出やその検討を進めてまいります。

新規カメラ装置イメージ
カメラ部
外観

英国で開発中の2号機燃料デブリの試験的取り出し装置は、
英国内の新型コロナ感染拡大の影響で開発が遅れており、
来年1月予定の日本への輸送が困難な状況です。英国での作
業を継続した場合、大幅な工程遅延が見込まれるため、英国で
計画していた性能確認試験等の
うち、日本で実施可と判断した
ものは日本で実施することとしま
した。試験的取り出しに向けては
工程遅延を1年程度に留められ
るよう、引き続き安全最優先で
取り組んでまいります。

1号機原子炉建屋全景
（2020年3月時点）

防風フェンス

建屋カバー柱 建屋カバー基礎

建屋カバー梁

ミスト鉄骨

エンクロージャ
(ロボットアームを収納、
放射性物質を閉じ込める装置)

ロボットアーム

１号機 ２号機 ３号機 ４号機

タービン
建屋

廃棄物処理
建屋

原子炉
建屋

タービン
建屋

原子炉
建屋

タービン
建屋

循環注水を行っている建屋滞留水処理完了（床面露出状態の維持）した建屋

安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一

原子炉
格納容器
(PCV)
原子炉

圧力容器
(RPV)

燃料
デブリ

建
屋
カ
バ
ー
鉄
骨

使用済燃料
プール(SFP)防風

フェンス

オペレーティングフロア
（オペフロ）

注水

392体

原子炉建屋(R/B) 1号機

養生バッグ

原子炉
建屋

廃棄物処理
建屋 廃棄物処理

建屋

原子炉
建屋

タービン
建屋

＜１～４号機の滞留水処理の状況＞
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主な取り組みの配置図
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６
号

５
号

MP-2

MP-4

※モニタリングポスト（MP-1～MP-8）のデータ
敷地境界周辺の空間線量率を測定しているモニタリングポスト(MP)のデータ（10分値）は0.374μSv/h～1.231 μSv/h（2020/11/24 ～ 2020/12/22）。
MP-2～MP-8については、空間線量率の変動をより正確に測定することを目的に、2012/2/10～4/18に、環境改善（森林の伐採、表土の除去、遮へい壁の設置）の工事を実施しました。
環境改善工事により、発電所敷地内と比較して、MP周辺の空間線量率だけが低くなっています。
MP-6については、さらなる森林伐採等を実施した結果、遮へい壁外側の空間線量率が大幅に低減したことから、2013/７/10～７/11にかけて遮へい壁を撤去しました。

MP-6

提供：日本スペースイメージング（株）2020.5.24撮影
Product(C)[2020] DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.

MP-3

MP-5

MP-7

MP-8

凍土方式による
陸側遮水壁

海側遮水壁

地盤改良

地下水バイパス
地
下
水
の
流
れ

タンク設置エリア

MP-1

廃棄物処理・貯蔵設備
貯蔵庫設置予定エリア

廃棄物貯蔵庫
設置エリア

１
号
２
号

３
号

４
号

サブドレン

敷地境界

安心して働きやすい職場環境を目指し
作業員アンケートを実施

二次処理性能確認試験
分析完了し、濃度低下を確認

３号機 燃料取り出し作業を再開

１号機 大型カバー設置工事着手に向け
建屋カバー（残置部）解体作業を開始

1号機 PCV内部調査
干渉物調査に向け新規カメラを開発中

2号機 燃料デブリの試験的取り出し装置の開発
英国内の新型コロナ感染拡大の影響で遅れ

建屋内滞留水処理の目標を達成
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東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

      

ご質問への回答 

<高桑委員> 

Ｑ．関西電力大飯原発 3，4 号機の大阪地裁判決（12 月4 日）に関連して質問です。 

判決の中で「関西電力が申請において基準地震動を策定する際、経験式に当てはめて計算

された地震モーメントをそのまま震源モデルにおける地震モーメントの値とし、経験式が

有するばらつきを考慮する為の地震モーメント設定の要否を検討せず、そのような設定（上

乗せ）をしなかった」と指摘されています。 

基準地震動は耐震性の基準となる値で、原発の安全性の根幹となる値です。地震モーメン

トの数値は、その基準地震動算出の根拠です。柏崎刈羽原発６、7 号炉の基準地震動策定に

おいて、経験式が有するばらつきをどのように取り扱ったのですか。 

Ａ．  

○ 本件は国に対する行政訴訟であること、また、他社の発電所に関しての訴訟であることから、

当社から大阪地裁判決に関連した詳細なご説明ができないことについて、何卒ご理解くださ

い。 

○ 当社としましては、原子力発電所の基準地震動の重要性に鑑み、その策定の過程において、保

守的な評価を行っております。 

○ 具体的な例としては、複数の断層を保守的に連動させた場合のより長大な断層についても考

慮するなど、平均的なものよりも地震規模が大きくなるような震源を考慮し、保守的な評価を

行ったうえで基準地震動を策定しています。 

 

 

以 上 


